



































 日　時：2012 年 11月13日（火）18 時 30 分～ 20 時 30 分





















































































































































































































































































































































































　 一 つ は、UC の サ ンタ バ ー バ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Active Learning Studio） と い う も
のです。これは TEAL（Technology 




























































































































































































































































































































































































































































“I agree with Ichiro, but I don't agree 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した。だから5 年後 10 年後と、アクティ
ブ・ラーニングの取り組みが豊かになっ
ていくときの、その豊かさのポイントは
やはり質の深さなのであって、決してプ
レゼンテーションやディスカッションの形
だけの派手さとか、そういうところがポ
イントではないと思います。もちろん、そ
ういうものがきちんとなされていないとい
けませんが。
　私はそういうお話を聞いたときに、2
つ思うことがありました。一つは、先ほ
どのコンセプトマップもその一つですが、
学生がいったいどのように学んでいるか
という、ディスカッションやディベートを
いろいろさせればいいのですが、そこで
何を議論しているかということに、どう
こだわっていくかということがあります。
プレゼンテーションだったら、学生の発
表を聞いて、やはり内容的に深めるいろ
いろな介入をしていく。
　例えば、教師がそのままコメントする
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ことでもいいし、学生がある発表を受け
て、それをどう理解したかということを。
いろいろ発表して、みんなから質問を受
けて、はい拍手で終わるのではなくて、
何を発表したのかとか、その準備過程
にどれだけこだわったのかとか、その内
容に照らして判断するのが、私たち教師
は専門家ですよね。ですから、専門家と
して内容も設定されているだろうし、大
学の教員は、そういうところで、これは
どの程度のものかという判断はたぶんで
きると思うのですね。
　だから、それに合わせて、内容を深
めて、例えば発表して内容が不十分だっ
たら、たぶんその手前の取り組みが悪
かったということなので、そこを改善し
ていくとか。あるいは発表はこの程度で
OK、しかしその後学生同士でそれを深
めていく、何かしらもう少し手続き、ワー
クを入れていくと。こういう感じで、内
容に徹底的にこだわっていくというのが、
一つだと思います。
　問題は、ディスカッションとか、いろ
いろ学生のピアワークを入れていけばい
くほど、そこでいったい何がなされたの
かということを、きちんと可視化させて
いく作業というものが求められるという
ことです。
　私などは、先ほど言いましたが、ディ
スカッションということをさせた、あるい
は学生同士にいろいろ作業させた後は、
必ずそこで何が結局議論されたのか、自
分は何を得たのかということを、簡単な、
例えば B5、1枚、学生はあまり書かせ
られると思うのはしんどいので、私はわ
ざとB5 版を用意するのですが、それで
枠も付けたりするのですが、それぐらい
でいいから書きなさいということを宿題
にしたり、最後の15 分をとったりして、
書かせたりします。それでいったいどれ
ぐらいの議論ができたのかということを
チェックするようにしています。場合に
よっては、次の授業で、先ほどの小澤先
生が言われたようにフィードバックすると
いうこともしますし。
　なぜ、こんなことを思うようになったの
かというのは、学問的ないろいろな検証
というか、こういうことが大事だという、
今みたいな話が出されてきているという
こともあるのですが、私には非常に痛い
経験があるのです。非常勤で、名前は言
えないのですが、Ｆランクに近い大学で
心理学の授業を10 年ぐらいしていたの
ですが、そこでアクティブ・ラーニングの
ディスカッションとかワークとかを結構入
れてやっていると、そういうところの学
生は京大の学生と違って、やはり高校の
ときに結構やらされてきているのかもし
れませんが、慣れているのですよね。だ
から、少しの指示ですぐにぱっとワーク
に入っていく。ディスカッションもすごく
豊かになります。
　京大生になると、グループワークに慣
れていないので、例えば、目と目を合わ
せないとか、あるいは、「こいつはいっ
たい何を言ってくれるやつなんだ」という
ような、けんか腰のような感じでにらむよ
うに見ている学生がいて。だから、スマ
イルとか目を合わせるとか、そんな指導
をしていかなければいけないのですが、
非常勤をしていた大学ではそんなことが
全然要らなくて、本当にぱっとやってしま
う。
　ずいぶん違うなと思って、最初は感動
していたのですが、あるとき、いったい
何を議論しているのだろうと思って、形
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成的評価もまだ十分とれていなくて、幾
つかのグループで ICレコーダーを置か
せてもらったのです。課題、お題を与え
るのですが、そうしたら、「溝上のあの
お題はいったい何だと。一個も授業の関
連も見えないし、分からない」とか、そ
んな議論を10分ぐらいやっている（笑）。
　私はすごくショックを受けて、学生ら
は何を議論していたのか思ったら、こん
な私への文句を言いあっていたのかと
思って、だから後で出てくるちょっとした
まとめのレポートも、大した内容になっ
ていなくて。こうして、とにかく何を議論
したのか分かるように、常にワークを入
れるようにしたのです。
　京大の場合は、目を合わせるとか、お
互いスマイルとか、もううそでもいいから
10 秒に1回うなずけとか、そんなことを
言うのですが、そうしたらすごく親和的
な雰囲気になって、最初はぎこちなくて
も、きちんと後でミニレポートを書かせ
てみると、すごく内容に絡めて議論でき
ているということも分かったりして、なる
ほど京大の場合は、ディスカッションの
雰囲気やさせ方を教えていけば結構すぐ
できるようになるなと。こちらのほうは、
もう少しお膳立てが要るのだろうなと。
こういう感じで質を深めていく。結局は
学生によって、相手によって違うのです
が、その質を深めていく手続きというの
か、とにかく可視化というのでしょうか。
○司会　ありがとうございました。最近、
立教の学生もだいぶん質的にも多様化し
ておりますので、参考になるお話だった
と思います。
　もしどうしても、まだお聞きになりたい
という方があれば、1名だけ受け付けま
すが、いかがですか。どうぞ。手短に
お願いいたします。
○出席者　アクティブ・ラーニングとは少
しずれるかもしれないのですが、私常 、々
大学の学習環境を左右しているのは、実
は周りの学生であると思っています。要
するに、周りの学生がどのように思って
いるかということで自分の行動が決定さ
れていると。そういう意味で、他の学生
が勉強しないのが当たり前と思っている
と、モチベート（motivate）している学
生もなかなかできなくなってしまう。
　そういう意味で、いかに学生をラーニ
ングコミュニティーに引き込んでいくか。
それがマジョリティーになることが、たぶ
ん一番のキーではないかと思っているの
ですが、そういう方面で、どのような働
きかけや工夫を、ある意味でこのアクティ
ブ・ラーニングをやっていることがそうい
うきっかけになるとは思うのですが、より
踏み込んで、学生に学ぶほうが得なのだ
と、怠けるよりこの時間をいかに有効に
使うかという方向に導く働きかけの工夫な
どがありましたら、ご意見がいただけれ
ばと思います。よろしくお願いします。
○溝上　ラーニングコミュニティーが大
事だというのは、世界的な中で共通する
議論なので、おっしゃるとおりです。問
題は、つくっていくのは言うほど簡単で
はなくて、だからドミトリー・ベースでや
れている伝統的な海外の、北米などの
大学では、そのドミトリーを基準にして
ラーニングコミュニティーをつくっていく
ことがあります。
　オーストラリアでは、学習の支援教員
みたいな人がいて、私のいるセンターの
ような教員とか、そういう人たちが、例
えば、オーストラリアだとアジア人が非常
に多かったりして、これがまた問題を難
しくさせている要因だったりします。オー
ストラリア人とアジア人を組み合わせた、
日常のいろいろな協力体制、そういう意
味でのラーニングコミュニティーを大学が
つくるとか、そんなことをいろいろやって
いますが、日本でそういうラーニングコ
ミュニティーをつくっているという話は、
私はあまり聞いたことがないので、とに
かく難航している点だとは思います。
　だから、結局は、一つ一つの授業の
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中で、学生同士が集まって、結局アクティ
ブ・ラーニングというのは、どうしても一
人での作業ではないので、そういうとこ
ろでいいペアワークというか、そこを教
員一人一人があらゆる授業でつくっていく
ということが、日本的なのかなと思った
りします。
　先ほど小澤先生が今後の課題というこ
とで、この授業ではいいのだけれどこの
授業を離れると永続しないという話をさ
れましたが、私もここは非常に課題だと
思っているところです。ただ、データを取っ
てきたり自分の経験などからしてよく思う
ことなのですが、こんなことがなくても
やる学生は 1、2 割いますよね。こんな
ことをいくらやっても絶対にやってこない
学生も1割。それで、真ん中の学生とい
うのは、本当にいい形で環境を与えてや
れば、こう行きますし、与えてもやり方
が悪いと全然乗ってこない。
　だから、たぶんその中間層が非常に
ポイントになっていると思います。京大で
も環境が与えられれば自学自習とか、あ
るいはいろいろ授業外学習をやるのです
が、なかったら全然やらないというのが
中間層で、中間層がターゲットだとよく
言っているのですが。だからそういう学
生はやはり授業とかゼミとか、そういう
ところでいい関係を一つずつつくってい
くということをうまく考えていくしかない
のかなと。難しいところではありますが。
○司会　ありがとうございました。まだ
まだ、内心では質問がおありの方が多い
と思いますが、時間となりましたので、
閉会挨拶ということで、全カリ運営セン
ター副部長の経済学部教授、菅沼隆先
生に一言お願いいたします。
○菅沼　ご紹介いただきました、全カリ
副部長、教務委員長を仰せつかっており
ます、経済学部の菅沼と申します。本日
は溝上先生、高山先生、小澤先生、非
常に有意義な、刺激的なお話をいただ
きまして、楽しい時間を過ごすことがで
きました。
私も自分の
専門の授業
で は、 学
生にプレテ
ストを課し
たり、コメ
ントに対す
るフィード
バックなど
をやってき
たので す
が、 そ れ
はまだ非常
に初歩的、
初期的なも
のであるなということを、本日自覚しまし
た。もっとさまざまな工夫の方法がある
のだなということが分かりました。
　私は、昨年度1年間、ヨーロッパのほう
に留学していて、デンマークにいたのです
が、デンマークの大学の授業に出て、そ
れから語学学校にも通いましたが、ま
さにデンマークではほとんど全てがアク
ティブ・ラーニングになっていました。予
習も復習も一生懸命しないと、とても授
業についていけないような仕組みになっ
ていて、日本の大学の学修時間の確保
というのは、まさに喫緊の課題だという
ことを痛感いたしました。
　全カリは総合系、言語系と多数の科目
を抱えています。しかも内容が非常に多
様であります。また、大人数の授業も多
数あるという中で、授業間の有機的な関
係というか、カリキュラムをどのように有
機的に構成していくのか、そういう中でア
クティブ・ラーニングをどのようにつくって
いくのかというような、検討すべき課題が
あるのではないかと思いました。
　そこを少しずつですが、アクティブ・ラー
ニングというものを意識的に追究していく
と、全カリの授業もますます魅力的になっ
ていくのではないかと思いました。今日
菅沼　隆
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は今後の全カリをつくっていく上で、非
常に有意義な時間を過ごすことができた
のではないかと思います。
　3人の先生方、大変ありがとうござい
ました。
